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CMB偏光観測実験、POLARBEAR実験は昨年 5月から広視野観測に向け、主焦点に半波長板を置き、連続回
転させている。偏光信号の変調により、1/fノイズの低減、使用可能検出器数の改善、偏光検出器ペアの特性差起
因の系統誤差削減等の利点が得られる一方、主鏡の反射による無偏光の混入、輻射増加、水口ドラゴン条件の破綻
による感度減少等の問題が発生する。本発表では利点、問題点、解決策と系統誤差の見積もりについて報告する。


